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１．はじめに 近年、全国に頻発している集中豪雨により数多くのため池で被害が発生し、

下流域に多大な被害を及ぼしている。ため池の決壊原因として最も多いのが貯水位上昇に

伴う越流破壊であり，豪雨を想定した簡易かつ迅速な貯水位予測手法の開発が求められて

いる。本報告では，豪雨時の貯水位上昇を予測し，堤体越流の危険度を簡易に判定するシ

ステムを開発した結果を紹介する。また，決壊を防止するために，低水位管理や緊急放流

による貯水位低下対策を行うことを目的として，貯水位の必要低下量を算定したり，緊急

放流のタイミングや必要放流量を算定するシステムについて紹介する。  

２．貯水位予測システムの概要 開発したシステムは，ため池の諸元と降雨条件を簡易に

入力することで，豪雨時の貯水位上昇と堤体越流による決壊を予測するシステムである。

本システムは，①集水域からの流出量と洪水吐，取水設備からの放流量から貯水位の時間

変化を算定できる，②ため池や洪水吐，

取水設備などの諸元を簡易に入力できる，

③集水域等の流出パラメータを簡易に設

定，補正できる，④ハイエトグラフを簡

易に設定できる，⑤低水位管理の必要水

位低下量，緊急放流のタイミングや必要

放流量を算定し，ピーク水位の低減効果

を評価できる，等の特長を持つ。ここで，

低水位管理とは多雨期に予め貯水位を低

下させる対策であり，緊急放流とは台風

等の豪雨において降雨前から降雨中に，

取水設備や緊急放流孔から放流して水位

を低下する対策をいう。  

３．ため池諸元の設定 本システムでは，

Table1に示すため池諸元の入力が必要で

ある。洪水吐の高さや取水設備の諸元に

ついては現地調査を行う必要があるが，

その他は既存の「ため池データベースシ

ステム」から入手することができる。  

４．ハイエトグラフの設定 本システム

では，アメダス等の降雨データの入力の

他，天気予報等の情報から時間最大雨量
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Fig.1 ハイエトグラフの設定例  

Table1 ため池諸元の入力データ  

項目 ため池データベース 
堤高 有り 

池底から堤体天端までの高さ 無し 
洪水吐型式 有り 

洪水吐  越流幅 有り 
洪水吐  天端高さ 一部のため池で有り 

取水設備  呑口深さと口径 無し 
満水面積 有り 
集水面積 有り 
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や日雨量を入力して，ハイエトグラフを簡易に作成できるツールを備えている（Fig.1）。

また，洪水吐や減災対策の設計用として，確率雨量のハイエトグラフ作成も可能である。  

５．流出パラメータの設定と補正：流出

解析で用いる貯留関数法のパラメータは，

「表面波モデル定数から推定する方法」

により算定し，観測された初期水位とピ

ーク水位により補正を行う。補正方法の

詳細については文献 1)を参照されたい。

本システムでは，Fig.2 に示すように，簡

単な設定でパラメータ補正を行うことが

可能である。また，豪雨中のため池のピ

ーク水位測定は危険を伴うため，Fig.3

のように，水性絵の具を塗布した塩ビ管

を堤体上流斜面や池敷に設置し，降雨終

了後に絵の具の溶け痕からピーク水位を

読み取る方法を提案する。  

６．豪雨時の貯水位予測 上述したた

め池諸元，ハイエトグラフ，流出パラ

メータの設定により，豪雨時の貯水位

の時間変化を予測できる（Fig.4）。ま

た，ハイエトグラフを設定する代わり

に，気象庁の予測降雨量を自動的にダ

ウンロードすることで，避難警報を目

的として，6 時間後までの貯水位予測

と堤体越流の危険度判定が可能である。 

７．貯水位管理対策の支援システム  

上述の算定により堤体越流が予測され

た場合，本システムを用いて，事前に

低下させておくべき貯水位や緊急放流

の対策効果を算定することができる。

また，最大時間雨量を段階的に変えた

必要水位低下量を算定して一覧表とし

て出力することが可能である。この一

覧表により，ため池管理者が天気予報

からの情報を基に，独自に貯水位低下

対策を行うことも可能となる。また，

緊急放流孔や洪水吐の拡幅等の設計に

も利用でき，ハードソフトを組み合わ

せた減災対策計画に利用が可能である。 

今後は，開発したシステムの全国への

普及を図っていく予定である。  
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Fig.4 貯水位の予測例  
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Fig.3 流出パラメータ補正のためのピーク水位観測方法  
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Fig.2 流出パラメータの設定と補正例  
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